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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・6/17(水)　院内研修実施。
・第2回法人研修について

日時：7/14(火)15(水) 17:30～18:30　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

テーマ：「感染症関連」～食中毒等の予防基本事項について～

講　師：感染対策委員会委員長　東　志保NS

　各自、当日の出席を入力すること。

＜利用者様情報＞

・上川原　豊様～先週の水曜日から股関節痛のため欠席されているが、本日も全身が痛く「カイロテックに行く」とのことで欠席したいと連絡ある。手の関節も痛いとのこと。全身状態を診察する必要がある為、内科受診を勧めるが、本人は「筋肉が痛いだけだ」と拒否。再三の促しにて内科受診を承諾され、受診結果を報告してほしいことを説明すると了承。本日昼、口渇･全身の脱力感等の身体不調が認められ、近隣住民より救急要請されて、八戸赤十字病院へ救急搬送されたとの情報がある。同院にて低カリウム症と診断されたものの、全身の脱力症状が強く、当院での入院治療を希望し、16:00当院を受診。主治医診察を実施し、本日、当院へ入院となる。入院に伴い、デイケア利用中止となる。
・根地戸　恵様～デイケア利用者様(青木　紀子様)デイケアSWで面談を実施。一日に30回以上青木様へ電話したこと、他者への不満を一方的に青木様へ訴えたこと等について振り返る。｢電話に出なくて、不安で電話した｣｢青木さんの声を聞くと安心するからやってしまった｣｢母や妹から、『そんなことしたら嫌われる』と注意されたんだけどね｣｢私、駄目なんだよ。仲良かった人、いつもこうやって関係壊れるんだよ｣等、してはいけないと感じていながらも、不安を抑えられなくて行動したと話しており、傾聴。不安な気持ちは分かるが、良好な関係を築きたいのであれば、電話を複数回かける･不満を一方的にぶつける等の行動は変えなければいけないことを助言。｢青木さんと友達でいたい｣と自身の気持ちを話しており、今後はデイケアだけで交流すること、電話はお互いしないこと、話したいことがあればデイケアで話をすること、不安なことについてはデイケア職員へ電話することをルールとして決める。｢それでも電話しちゃうかも｣と話しており、それでも青木様は電話には出ないこと、職員とも決めたルールである為、電話をした際は職員と振り返りをすることを再確認。本人も了解し、以後｢仲直りしたよ｣と嬉しそうに笑顔で過ごしている。
・青木　紀子様～デイケア利用者様(根地戸　恵様)･デイケアSWで面談を実施。一日に30回以上青木様へ電話したこと、他者への不満を一方的に訴えたこと等について、根地戸様へ｢何回も電話が来て、正直怖かった｣｢具合が悪くて出られなかった。ごめん｣等、自分の気持ちを正直に伝えることが出来ている。青木様としても、友人関係は続けたいという気持ちがあることを話しており、良好な関係を築く為に、上記のルールを職員より提案。了解し｢その方が、お互い不安な気持ちを持たずに関われる｣と話している。面談終了後は職員へ｢よかった。ありがとうございます｣と話しており、根地戸様とも笑顔で会話し、過度な交流等は認められない。

・倉橋　生子様～昨日夕食中、怒り口調で同席の津嶋様に対して声高に不満を話されている。長々と高圧的態度での発言が続いていたが、青風荘スタッフより、別室で面談し、徐々に落ち着き自分の言い分を感情的に話していたことを振り返る事が出来ている。本日、青陽館では他者との交流はなく無表情である。上記内容を青風荘へ情報提供を行っている。
・大久保康弘様～昨日21時にコーヒーをこぼし片付けをしていたら、目が覚めてしまったとのこと。1：00に眠ろうとしてもなかなか眠れなく仮眠し、8：20に世話人が訪問したことで目が覚めたと話している。眠気があり、静養室で2時間休まれた後は「眠気もおさまりました」と話し、プログラムには参加できている。引き続き様子観察を行っていく。
＜外来情報＞

・青木　紀子様～薬の変更なし
カンファレンスシート（奥山以依子様）

実施日：H27年6月17日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：佐々木、服部、工藤

検討内容目標、計画の評価

	氏名
	奥山以依子様
	性別
	女
	年齢
	66
	生年月日
	　S24年12月29日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	・対人関係、身体機能の維持・向上。

・作業能力・持続性の維持・向上。

・病識を理解し身体的・精神的に安定する。

・集団生活を継続する。

	本人希望
	集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。

	家族希望
	施設入所継続してほしい。

	入院歴
	計　2　回（最終：55年4月26日～17年4月4日）※当院2回

	通所歴
	　1　回目

· 今回：平成17年4月～現在（週4回/月・火・水・木曜日）

	その他サービス利用
	青風荘入所　平成20年4月3日～現在

	住居：

グループホーム｢青風荘｣　入居中
	家族構成







	利用制度
	障害基礎年金1級　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳1級

重度心身障害者医療費制度　　　自立支援医療費制度

障害福祉サービス　区分4

	備考：特記なし


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	・病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	①スタッフとの振り返りを通して不調に気が付く事ができるようになる。

	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　　　
	②交流関係を円滑にし、人にぶつかった時は謝れるようになる。　　
	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	・便秘の訴えはあるが、シンラックを使用しておらず、医師より便秘時にはシンラックを使用するようアドバイスされている。5月は1回使用。

・体調不良については、自分から訴える事はなく、以前発熱があった際にも自分から不調を訴える事はない。その際、スタッフから体調を確認されても上手く答えられずにいる。（50％）
	自分から不調を報告する事がないことや、スタッフから確認されても上手く答えれない為、自身で不調に気付くことは難しいと考えられる。今後はスタッフから体調を確認された際に、自分の状態をしっかり返答できるようになる。と計画を変更し、自分自身の体調に目を向ける事が出来るように関わっていく。

	②交流関係を円滑にし、人にぶつかった時は謝れるようになる。　　
	・下膳や移動時には周囲を見ないで行動するときがあり、運動中にテーブルにぶつかりそうになっても気がついていない。（70％）
	トラブルはないが、周囲を確認して頂くように声掛けが必要。目標を継続し、周囲を確認する習慣を身につけられるよう関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	①スタッフから体調を確認された際に、自分の状態をしっかり返答できるようになる。

	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　　　
	②交流関係を円滑にし、人にぶつかった時は謝れるようになる。
	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


保護者・彰二様





裕子様








